
２０１４年１０月１２日 主日礼拝  

 

司  会        ①小田茂兄   ②水谷兄     ③鷲沢兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①石橋兄     ②石塚兄 

 

    賛  美  聖歌４２６番「あだに世をばすごし」 
          （主がここにおられます） 

十     戒 

 

聖  書                  

     

                                                                                                                            

音  楽                                                           

 

証  詞 

  

 

 

メッセージ   

        

                                                                      

賛  美  「暗き谷間をたどる時も」（聖歌７２３番）（献金） 

頌  栄  「シャローム シャローム」      

                                                                    祝   祷                                                                                                                       
 
 
【大和ニュース】   
・ 本日の「東京リニューアル」は、５時半から。「ハイアット・リージェンシー東京」。 
 ホテルの地下「桃山ホール」、母子室は「吉野」。いずれも無料。 
 大型バスは、教会前を４時に出発。*集会のため祈って助けて下さい。 
・ 本日、入門講座Ⅱ、ＳＳ主任会、GM、YYタイム（森・１２時半）、J.Plus等あり。 
* 大川牧師は、横浜カルバリーチャペル１５周年記念礼拝を担当されています。 
 
・ 今週も祈祷会を大切に！説教は倉知師（大川師）。水曜夜と木曜朝 
・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は佐々木伝道師。 
・ 土曜祈祷会は、土曜夕方６時～７時。熱く祈ります！ 
✩エステル会は木曜日午後。✩ＩＣＡ運動会は明日。✩来週は秋のバザーです。 

* 昨日から全国で一般公開されている『ザ・テノール』は、ベー・チェチョルさんの自伝的 
映画。是非観てください。すばらしい証詞映画でもあります。 

「私
が
弱
い
時
、
そ
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に
こ
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は
力
あ
る
者
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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①   ピリピ人への手紙４章１０～２０節                        (Ｐ３１２) 

②➂ コリント人への第二の手紙１２章７～１０節              (Ｐ２９０)   
                                                                                                                         

➀                                               親切組 

➁➂  宮田四郎兄  

①   黒田宏志兄（モーセ会） 

②   園山鈴江姉（ドルカス会） 

③   高林貴将兄（青年会） 

 

➀              「あなたのままで用いられる」     大塚信頼伝道師 

②➂ 「まことの力への道」     坪井永城副牧師 
     



 
石の枕  
  

 私は人のことばに刺激を受け、神の言葉に耳を傾けて生きる男である。 
 ４９才でプロ野球最年長勝利を挙げた中日の山本昌投手が言う。「完成なん 
てない。完成していたら全部勝てる」。そして、「一生懸命投げる。しつこく投げる。
諦めずに投げる」。それが３１年不変のスタイルだ、と。（天声人語） 
 （伝道者・牧会者・説教者である私も５０年間、同じスピリットで生きてきた） 

  
飛行機の中で読んだ「日経新聞」より。シンギュラリティ大学を創設した 
P.ディアマンディスに、あえて不可能に挑戦する狙いを聞いた。「世界で最も困 
難な課題は世界で最も大きなビジネスチャンスでもある」。本当に革新的なイノ 
ベーションはクレージーなアイデアからしか生まれない。だが、大企業の多く 
は漸進的な発想に縛られ、クレージーなアイデアも試そうとしない。『不可能 
なことは何もない』と考える集団の中にいれば、自分もそう考えるようになる。 
 

 社会福祉法人「愛の鈴」の理事長植草三樹男兄の言葉に感動した。 

 (前略・中略)私たち人間に神様が息を吹き込んで命を与えてくれました。 

私たちは、それぞれにそれぞれと合った息を吹き込まれておられるのでしょう。 

私たちが無我夢中になっている時、神様が現われてきて、自分もまわりも喜び 

に満たしてくれるのだとわたしは信じます。いつでもだれでも「無我夢中」にな 

ることができます。運動会での小学生のように、私は、これからの人生を無我夢 

中に生きていきたいと考えています。（愛兄姉のお働きのためにお祈り下さい。） 
 *自分が祈っている一人の兄弟が「無我夢中」を走っておられる姿を見て 
主に感謝しました。私が東京開拓伝道を語ったとき、「先生！悔いを 
残さないようになさったらいいよ！！」と励まして下さったことは忘れない。 
クリスチャンは天に召されるまで、神を愛し、人を愛し、夢中で、諦めずに、 
全力で神の喜ばれることを実践すべきである。 
 天に宝を積むこと、無駄のようにみえても「水の上にパンを投げ続ける 
こと」。多くの日の後に収穫を得る、ことは主の約束である。あっという間に、 
人生の最期は来る。それまで、パウロのように「クレージーになれ！」（Ⅱコリ 
ント５の１３～１５）。今日は「東京リニューアル」の日。早めに行かれた人は、 
「祈りの散歩」「エリコの行進」をお願いします。 
 
 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：コロサイ４章～Ⅱテサロニケ１章  Ｂコース：イザヤ４８章～６６章 


